
 
 

表   ２０１７年１１月発行 栄町見聞録１６９号 発行部数１００００部（手配りと新聞折込み合計） 

だ
ま
さ
れ
続
け
る
日
本
人 

 
 

衆
議
院
選
挙
で
自
民
与
党
が
議
席
の
３
分
の

２
を
超
え
る
当
選
者
を
輩
出
し
て
大
勝
利
。
安

倍
首
相
は
再
任
さ
れ
、「
謙
虚
に
丁
寧
に
説
明
し

て
い
く
」
と
語
っ
て
い
た
。
そ
の
次
の
テ
レ
ビ

で
は
自
民
党
幹
部
が
「
野
党
の
質
問
時
間
を
削

っ
て
、
与
党
議
員
の
質
問
時
間
を
多
く
す
べ

き
。
議
員
は
与
野
党
関
係
な
く
議
席
数
で
公
平

に
配
分
す
べ
き
。
そ
れ
が
民
主
主
義
だ
」
と
言

っ
て
い
た
。 

 

質
問
時
間
は
議
会
の
大
切
な
要
素
で
あ
る
。

与
野
党
で
審
議
す
る
内
閣
提
案
議
案
は
、
内
閣

が
作
り
、
ま
ず
は
与
党
の
賛
成
を
得
る
た
め
与

党
に
詳
細
説
明
を
す
る
。
野
党
は
議
案
が
出
さ

れ
て
初
め
て
知
る
議
案
だ
か
ら
質
問
を
与
党

よ
り
長
い
時
間
が
割
り
振
ら
れ
て
い
る
。 

 

過
去
の
質
問
時
間
を
見
る
と
、
自
民
党
が
政

権
を
失
っ
た
野
党
時
代
、
自
民•

公
明
の
野
党

７
、
民
主
党
な
ど
政
権
与
党
は
３
だ
っ
た
。
し

か
し
自
民
党
は
野
党
の
質
問
時
間
を
も
っ
と

伸
ば
せ
と
要
求
し
、
自
民
党
な
ど
野
党
は
８
、

民
主
党
な
ど
の
与
党
は
２
に
削
減
し
た
。
そ
れ

が
今
の
与
野
党
の
質
問
時
間
で
あ
る
。
今
度
は

議
員
数
が
多
い
与
党
（
自
民
党
）
が
質
問
時
間

を
長
く
す
べ
き
と
自
民
党
は
言
う
。 

 

こ
こ
で
思
い
出
す
の
が
、
武
道
の
精
神
だ
。

自
分
た
ち
が
勝
っ
た
時
に
負
け
た
方
を
徹
底

的
に
痛
め
つ
け
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
考
え

方
が
あ
る
。
柔
道
、
剣
道
、
相
撲
は
勝
っ
た
者

は
負
け
た
相
手
へ
思
い
や
り
を
持
っ
て
接
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
日
本
人
の
伝
統

的
美
徳
と
し
て
い
る
。
何
も
こ
の
美
徳
は
日
本

人
だ
け
の
伝
統
で
は
な
い
。
ラ
グ
ビ
ー
も
同

じ
。
ト
ラ
イ
後
の
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
な
ど
は
取
ら

な
い
の
が
ラ
グ
ビ
ー
精
神
。
政
治
を
志
す
者
に

品
の
な
い
場
面
が
テ
レ
ビ
で
流
れ
る
た
び
に

悲
し
く
な
る
。
政
治
家
の
品
の
な
さ
が
垣
間
見

え
る 

政
治
・
議
会
報
告
会
・
対
談 

題
目 

栄
町
議
会
の
今
、
立
憲
民
主
党
の
未
来 

 

国
会
議
員
と
栄
町
民
は
、
国
と
栄
町
の
政
治
の
狭
間
で
、 

 

原
発
ゼ
ロ
の
未
来
社
会
の
あ
り
方
を
知
る 

対
談 

現
衆
議
院
議
員 

宮
川
伸
（
立
憲
民
主
党
千
葉
１
３
区
代
表
） 

 
 
 

現
衆
議
院
議
員 

菅
直
人
（
元
総
理
大
臣
・
立
憲
民
主
党
） 

 
 
 

司
会
・
栄
町
議 

野
田
泰
博 

(

無
所
属) 

日
時 

十
一
月
二
十
六
日
（
日
曜
日
）
午
後
２
時
〜 

場
所 

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
さ
か
え
視
聴
覚
室
１
０
０
席 

参
加 

自
由
（
無
料
） 

 

平
成
二
十
九
年
秋
（
定
例
・
議
員
研
修
報
告
） 

 
栄 

町 

見 

聞 

録 
 
 
 
 

第
１
６
９
号 

執
筆
発
行 

栄
町
議
会
議
員 

 
 

野 

田 

泰 

博 

栄
町
安
食
台
１
丁
目
８
番
７
号 

メ
ー
ル 

yasnoda8760
@
gmai

l.com 

tel 0476
-95-3665 

憲
法
を
守
る
べ
き
政
治
家
が
憲
法
を
無
視
す

る
理
由
（
国
民
を
無
視
す
る
理
由
） 

１
違
法
な
選
挙
に
６
０
０
億
円 

６
月
に
野

党
が
憲
法
５
３
条
に
の
っ
と
り
臨
時
国
会
の

招
集
を
要
求
。
首
相
は
３
ヶ
月
後
に
招
集
し
、

議
論
も
な
く
冒
頭
解
散
。
安
倍
首
相
は
解
散

の
根
拠
は
憲
法
７
条
と
説
明
。
憲
法
７
条
は

天
皇
の
国
事
行
為
の
規
定
で
あ
る
。
安
倍
首

相
は
天
皇
の
国
事
行
為
を
曲
解
し
、
天
皇
に

代
わ
り
衆
議
院
を
解
散
。
野
党
の
臨
時
国
会

開
催
要
求
（
森
友
・
加
計
問
題
）
を
完
全
無

視
。
国
会
で
森
友
・
加
計
問
題
の
答
弁
を
し

た
く
な
か
っ
た
だ
け
で
６
０
０
億
円
の
選
挙

費
が
使
わ
れ
た
。 

２
自
民
党
の
選
挙
公
約
の
教
育
無
償
化
は
憲

法
を
変
え
な
く
て
も
出
来
る
。
そ
れ
が
証
拠

に
高
校
は
義
務
教
育
で
は
な
い
が
す
で
に
平

成
２
２
年
か
ら
無
償
化
に
な
っ
た
。
大
学
も

無
償
化
は
で
き
る
。
法
律
で
義
務
教
育
の
定

義
を
変
え
れ
ば
、
憲
法
２
６
条
の
法
律
の
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
大
学
も
高
校
同
様
無

償
化
で
き
る
。
憲
法
を
変
え
れ
ば
無
償
化
に

な
る
と
い
う
公
約
は
憲
法
９
条
を
変
え
る
た

め
に
国
民
の
目
を
そ
ら
す
公
約
に
し
か
見
え

な
い
。 

 

 
 
 

３
北
朝
鮮
か
ら
ミ
サ
イ
ル
が 

 
 
 

飛
ん
で
く
る
の
か
？ 
 

 
 
 

安
倍
首
相
は
ト
ラ
ン
プ
大
統 

 
 
 

領
と
歩
調
を
合
わ
せ
る
か
の 

 
 
 

よ
う
に
、
北
朝
鮮
へ
の
恐
怖 

 
 
 

を
国
民
に
煽
っ
て
い
る
。 

 
 
 

「U
S
A

フ
ァ
ー
ス
ト
」
を
標
榜 

す
る
大
統
領
と
一
緒
に
な
っ
て
多
く
の
国
に 

恐
怖
を
説
い
て
い
る
。
北
朝
鮮
が
核
保
有
国

に
な
る
の
は
間
違
っ
て
い
る
が
、
超
大
国
が

一
国
の
間
違
い
を
利
用
し
、
自
国
の
軍
需
産

業
を
売
り
込
ん
で
い
る
だ
け
。
安
倍
さ
ん
も

日
本
の
軍
備
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
世
界
の

普
通
の
国
に
な
る
と
思
っ
て
い
る
。
中
国
と

の
戦
略
的
互
恵
関
係
強
化
で
は
な
く
て
日
米

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
北
朝
鮮
が
核

開
発
を
し
て
い
る
の
は
何
年
も
前
か
ら
米
国

は
知
っ
て
い
た
が
、
今
こ
そ
そ
の
事
実
を
使 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

っ
て
ア
ジ
ア
諸
国 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
米
国
産
武
器
を 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

売
り
込
む
時
だ
と 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ま
ず
日
本
が
手
な 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ず
け
ら
れ
た
よ
う 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

だ
。
韓
国
、
中
国
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ベ
ト
ナ
ム
４
カ
国 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

で
軍
事
大
国
の
ト 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ッ
プ
セ
ー
ル
ス
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

今
米
国
は
海
外 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
軍
備
を
販
売
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

る
よ
り
自
国
の
銃 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

規
制
を
す
べ
き
。 

    

 

 

 

 

 

最
近
韓
国
に
お
里
帰
り
し

た
韓
国
人
に
聞
い
た
。
韓
国
で

は
北
と
戦
争
な
ん
て
今
は
起

き
な
い
と
多
く
の
人
が
思
っ

て
い
る
。
日
米
が
あ
ま
り
に
も

騒
ぎ
す
ぎ
。
そ
う
言
え
ば
、
今

中
国
と
の
問
題
の
尖
閣
列
島

の
話
は
消
え
て
い
る
。 

 

日
本
国
憲
法
は
憲
法
前
文

に
平
和
主
義
を
規
定
し
て
い

る
。
憲
法
の
第
２
章
戦
争
の
放

棄
に
つ
な
が
り
、
第
９
条
１
項

は
「
戦
争
の
放
棄
」
、
２
項
「
戦

力
の
不
保
持
」
、「
交
戦
権
の
否

認
」
の
規
範
的
要
素
に
つ
な
が

る
。
今
日
本
は
憲
法
を
遵
守

し
、
被
爆
国
と
し
て
戦
争
を
回

避
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。 

 

こ
の
混
沌
と
し
た
時
代
に

合
わ
せ
て
憲
法
を
変
更
し
、
軍

備
を
拡
張
す
れ
ば
、
現
憲
法
の

前
文
「
平
和
主
義
」
の
放
棄
と

な
り
、
憲
法
を
守
ら
な
い
こ
と

に
な
る
。
日
本
の
憲
法
は
人
間

の
尊
厳
を
表
し
て
い
る
も
の

で
、
「
権
力
者
フ
ァ
ー
ス
ト
」

に
規
範
を
置
い
て
作
り
変
え

て
は
な
ら
な
い
。 

 

４
戦
争
な
ん
て
し
て
は
い
け

な
い
借
金
大
国
日
本
な
の
に

米
国
と
と
も
に
戦
争
を
し
よ

う
（
集
団
的
自
衛
権
行
使
）

な
ん
て
無
理
だ
。
２
０
１
６

年
に
国
が
背
負
っ
て
い
る
借

金
は
、
国
民
一
人
当
た
り
８

３
０
万
円.

。
国
民
総
生
産
の

２
０
０
％
以
上
だ
。
太
平
洋

戦
争
直
前
（
１
９
４
１
年
）

も
２
０
０
％
の
水
準
だ
っ

た
。
無
謀
な
戦
争
を
し
て
資

金
が
な
く
な
り
負
け
た
。
そ

の
後
の
惨
劇
は
、
国
民
は
家

を
焼
か
れ
、
食
べ
る
も
の
も

な
く
さ
ま
よ
う
時
代
だ
っ

た
。
安
倍
さ
ん
は
日
本
を
借

金
漬
け
に
し
て
も
軍
備
費
を

増
や
そ
う
と
し
て
る
。
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
は
日
本
の
防
衛

費
を
膨
ら
ま
せ
、
民
間
の
貿

易
不
均
衡
を
軍
備
武
装
を
さ

せ
て
是
正
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
危
機
を
煽
っ
て
、
売
り

つ
け
る
の
は
セ
ー
ル
ス
マ
ン

の
常
道
。
さ
し
ず
め
安
倍
さ

ん
は
ト
ラ
ン
プ
会
社
の
大
番

頭
な
の
？ 

 

  ベルリンの壁崩壊と北緯３８度線 

 私の卒論は「ベルリンの壁」だった。まだ東西
ドイツがいがみ合っている時だった。最終章に壁
は政治家が壁を壊す前に人間が壊すだろうと書
いた。ドイツ留学当時（1968-70）、ベルリンの壁
を訪ねてその緊張感を味わったのを覚えていた。
1989 年ハンガリーでヨーロッパビクニックと称
して国境が解放され、なし崩し的にベルリンの壁
崩壊となった。裏でハプスブルグ家、教会、普通
の人々が用意周到に関与していたと言われるが、
結局、壊したのは普通の人々だ。私は興奮した。
崩壊 20 年も前に卒論で「壁は人々の手で壊れる」
と書いて、指導教授から怒られたからだ。1990
年高校１年生と中学３年生の息子を連れて中国、
ソ連、ポーランド、ベルリンと列車旅行を敢行。 
 韓国の 38度線は軍人が地雷と自走砲、大砲、
多連式ロケット砲で作った壁。普通の人は近づけ
ない。人が少しでも触れ合うことができるならま
だ和解の希望がある。軍人が武器で決着つけるよ
うでは希望も生まれない。アメリカ式西部のガン
マンには殺し合うしか道はないのか。 



        
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

H29年 9月定例議会 
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９
月
定
例
議
会
の
内
容 

 

秋
の
定
例
議
会
は
毎
年
昨
年

度
の
決
算
と
今
年
度
の
補
正
予

算
が
主
な
審
議
事
項
で
あ
る
。

主
な
議
事
項
を
あ
げ
る
と 

１
風
土
記
の
丘
の
コ
ス
プ
レ
館

の
新
築
工
事 

 

約
６
千
万
円
を
か
け
て
風
土

記
の
丘
に
木
造
２
階
の
シ
ャ
ワ

ー
設
備
な
ど
を
完
備
す
る
。
栄

町
建
設
協
同
組
合
と
の
契
約
。 

 
 
 
 
 
 

（
全
員
賛
成
） 

 
 
 

 

２
矢
口
工
業
団
地
の
拡
張
工
事 

 

３
億
８
５
０
０
万
円
で
村
樫

建
設
と
随
意
契
約
。
こ
の
契
約

は
昨
年
度
に
す
で
に
仮
契
約
し

て
い
た
も
の
を
本
契
約
と
し

た
。
１
・
６
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
を

造
成
す
る
。
日
本
食
研
の
工
場

拡
張
と
し
て
完
成
後
売
却
予

定
。 

３
皆
さ
ん
の
糞
尿
処
理
・
終
末

処
理
場
の
更
新
工
事 

 

１
億
４
５
５
８
万
円
で
丸
島

ア
ク
ア
シ
ス
テ
ム
（
株
）
が
機

械
一
式
を
落
札
。
（
全
員
賛
成
） 

 

電
気
工
事
は
一
般
競
争
入
札

７
５
６
０
万
円
で
、
東
芝
イ
ン

フ
ラ
シ
ス
テ
ム
ズ
（
株
）
が
落

札
。 

 
 
 

（
全
員
賛
成
） 

４
ふ
れ
プ
ラ
前
の
土
地
を
売
る

こ
と
で
、
新
た
な
土
地
収
得 

 

今
ま
で
イ
ベ
ン
ト
の
時
に
駐

車
場
と
し
て
使
用
し
て
い
た
ふ

れ
プ
ラ
前
の
土
地
を
コ
メ
リ
や

ヤ
ッ
ク
ス
建
設
の
た
め
に
売
却

し
た
た
め
、
新
た
な
駐
車
場
確

保
の
た
め
横
の
田
ん
ぼ
を
１
万

平
方
メ
ー
ト
ル
を
約
３
２
７
２

万
円
で
購
入
。 

５
今
年
度
補
正
予
算 

 

補
正
額
は
５
億
１
９
３
２
万

円
。
そ
の
う
ち
財
政
調
整
基
金

へ
２
億
円
を
積
み
立
て
た
。
昨

年
度
決
算
処
理
と
今
年
度
の
事

業
推
進
の
た
め
の
補
正
予
算
。 

決
算
報
告 

 

今
回
の
決
算
報
告
で
特
記
す

る
事
項
が
あ
っ
た
。
旧
北
辺
田

小
学
校
の
跡
地
利
用
で
、
名
乗

り
を
上
げ
た
株
式
会
社
ア
グ
リ

ベ
リ
ー
の
未
納
金
、
成
田
ヒ
ル

ズ
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
、
東
京
電
力
な
ど
百
万
円
を

超
す
未
納
金
が
発
覚
。
監
査
（
山

本
氏
、
松
島
氏
）
の
お
手
柄
。

執
行
部
は
陳
謝
し
、
今
後
は
二

度
と
起
こ
ら
ぬ
よ
う
精
査
し
て

い
く
こ
と
を
約
束
し
た
。
総
額

７
０
２
万
円
。 

平
成
２
８
年
度
の
歳
入
歳
出
決

算
書
（
一
般
会
計
、
健
康
保
険

会
計
、
後
期
高
齢
者
会
計
、
介

護
保
険
会
計
、
下
水
道
事
業
会

計
、
矢
口
工
業
団
地
拡
張
事
業

会
計
）
は
一
部
反
対
も
い
た
が
、

承
認
さ
れ
た
。 

 

私
の
一
般
質
問 

・
人
口
減
少
下
の
町
づ
く
り 

（
質
問
趣
旨
）
人
口
減
は
確
実

に
や
っ
て
く
る
が
、
現
在
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
に
は

役
場
職
員
は
何
人
必
要
に
な
る

の
か
。 

（
答
弁
）
１
３
年
後
に
は
老
人

比
率
は
推
定
４
０
％
、
他
の
デ

ー
タ
で
は
４
５
％
と
い
う
の
も

あ
る
。
そ
の
頃
に
な
る
と
職
員

は
５
０
人
程
度
減
る
。
現
在
の

サ
ー
ビ
ス
は
維
持
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
う
が
、
そ
の
頃

に
な
る
と
人
工
知
能
も
発
達
し

か
な
り
改
善
す
る
と
考
え
て
い

る
。
過
去
に
と
ら
わ
れ
な
い
で
、

サ
ー
ビ
ス
も
進
化
さ
せ
ま
す
。 

 

・
農
地
の
景
観
を
守
る
こ
と 

（
答
弁
）
農
地
は
利
用
す
る
た

め
の
規
制
は
あ
る
が
、
農
地
の

景
観
を
守
る
た
め
の
規
則
や
条

例
は
な
い
。
農
地
は
利
用
の
た

め
の
規
則
は
あ
る
。 

衆
議
院
議
員
選
挙
費
用
６
０
０
億 

 

突
然
の
選
挙
で
か
か
っ
た
選
挙

総
額
は
日
本
全
体
で
暫
定
的
で
は

あ
る
が
６
０
０
億
円
。
栄
町
で
は

９
７
７
万
円
。
定
例
９
月
議
会
の

冒
頭
、
専
決
処
分
と
し
て
出
さ
れ
、

総
務
に
確
か
め
た
数
字
。 

 

野
党
が
要
求
し
た
臨
時
議
会
を

審
議
も
せ
ず
に
、
野
党
が
ま
と
ま

ら
な
い
う
ち
に
自
民
公
明
与
党
が

仕
組
ん
だ
選
挙
で
あ
っ
た
。
し
か

し
本
当
の
目
標
は
安
倍
首
相
が
森

友
加
計
学
園
へ
の
関
与
追
求
を
逃

れ
る
た
め
で
あ
っ
た
と
し
か
思
え

な
い
。
希
望
の
党
が
野
党
に
な
る

か
、
与
党
を
助
け
る
か
分
か
ら
ぬ

ま
ま
選
挙
に
突
入
し
、
結
局
野
党

は
分
断
さ
れ
た
。
し
か
し
、
与
党

や
野
党
の
目
標
が
よ
く
分
か
っ
た

の
は
よ
か
っ
た
。 

 

     ◆ディラン・トマスの詩       
Do not go gentle into that good night, 
Old age should burn and rave at close of day; 
Rage, rage against the dying of the light. 
  穏やかな夜に身を任せるな     

老いても怒りを燃やせ、終わりゆく日に 

   怒れ、怒れ、消え行く光に 
（映画「インターステラー」に出てくる詩の一節より） 

2017年 10月 22日衆議院議員選挙栄町の結果 

寄
ら
ば
大
樹
の
陰
で
な
い
生
き
方 

 

今
年
見
た
映
画
『
イ
ン
タ
ー
ス
テ
ラ
ー
』
に
出
て
来

た
詩
の
一
節
の
意
味
が
ど
う
し
て
も
分
か
ら
な
か
っ

た
。
今
回
の
衆
議
院
解
散
の
テ
レ
ビ
を
見
て
い
て
理
解

し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。 

 

映
画
は
天
候
異
変
で
地
球
に
住
め
な
く
な
り
、
宇
宙

に
新
天
地
を
求
め
て
行
く
と
い
う
Ｓ
Ｆ
。
人
類
を
他
の

星
に
移
動
さ
せ
る
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
心
人

物
の
博
士
が
常
に
つ
ぶ
や
い
て
い
た
上
の
詩
は
、
安
穏

と
し
て
暮
ら
す
の
で
は
な
く
、
死
が
迫
っ
て
来
て
も
諦

め
ず
に
怒
れ
（
挑
戦
）
、
そ
こ
に
何
か
が
見
つ
か
る
と

い
う
意
味
と
私
は
解
釈
し
た
。 

 

安
倍
さ
ん
の
稚
拙
な
嘘
に
騙
さ
れ
る
な
、
怒
る
べ
き

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
意
味
だ
っ
た
。 

 

国
政
に
は
直
接
関
わ
れ
な
い
が
、
自
分
の
や
る
べ
き

こ
と
を
や
れ
ば
良
い
と
思
う
。
そ
れ
は
寄
ら
ば
大
樹
の

陰
で
は
な
い
生
き
方
だ
と
思
っ
た
。 

 

ワ
ー
ル
ド
フ
ァ
ー
ム
の
社
員
は 

 

こ
の
キ
ャ
ベ
ツ
生
産
会
社
の
も

う
一
つ
の
変
わ
っ
た
点
は
、
社
員

が
必
ず
し
も
農
家
の
出
身
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
農
業
を

志
す
若
者
に
は
農
産
物
の
作
り
方

だ
け
で
な
く
、
農
産
物
で
生
き
て

行
か
れ
る
生
活
の
あ
り
方
を
皆
で 

研
究
し
て
実
践
し
て
い
く
こ
と
に

あ
る
よ
う
だ
。
指
導
者
は
上
司
で
あ

り
、
農
家
の
家
長
で
も
あ
る
。
自
然

と
松
下
村
塾
の
よ
う
な
雰
囲
気
を 

感
じ
た
。
私
が
気
に
入
っ
た
雰
囲
気

だ
っ
た
。
農
業
生
産
基
地
で
あ
り
、

儲
け
会
社
で
も
あ
る
。
都
会
人
が
田

舎
に
い
る
よ
う
だ
。 

   千葉県 13選挙区 

小選挙区 白須賀貴樹氏(自民党) 

比例代表 宮川 伸氏(立憲民主党） 

議
会
研
修
１
０
月
２
６
〜
２
７
日 

女
性
消
防
団
・
ワ
ー
ル
ド
フ
ァ
ー
ム 

 

栃
木
県
小
山
市
と
茨
城
県
つ
く

ば
市
に
バ
ス
で
一
泊
研
修
と
な
っ

た
。 

 

小
山
市
で
は
女
性
消
防
団
を
視

察
し
、
栄
町
で
も
女
性
消
防
団
を
発

足
す
る
場
合
の
問
題
点
な
ど
を
探

っ
た
。 

 

つ
く
ば
市
で
は
新
し
い
農
業
形

態
ワ
ー
ル
ド
フ
ァ
ー
ム
を
見
学
。
１

７
年
目
に
資
本
金
５
５
０
０
万
円
、

年
商
１
３
億
円
ま
で
伸
ば
し
た
。
私

た
ち
が
見
学
し
た
茨
城
工
場
は
カ

ッ
ト
野
菜
用
キ
ャ
ベ
ツ
を
作
っ
て

い
た
。
キ
ャ
ベ
ツ
の
芯
や
不
要
な
葉

を
と
り
、
相
場
を
見
つ
つ
、
切
れ
間

の
な
い
出
荷
を
し
て
、
信
用
を
受
け

て
い
る
会
社
。
野
菜
生
産
は
天
候
と

の
戦
い
な
の
で
、
雨
の
日
は
大
型
の

冷
蔵
庫
で
働
き
、
晴
れ
の
日
は
全
員 

 
 

 

 
 
 
 
 

 

で
野
良
仕
事
。
週 

 
 
 
 
 

 

休
２
日
で
、
普
通 

 
 
 
 
 

 

の
会
社
勤
め
の
よ 

 
 
 
 
 

 

う
な
形
態
を
持
つ 

 
 
 
 
 

 

農
産
物
製
造
会
社 

 
 
 
 
 

 

に
し
て
い
る
。 

 
 
 
 
 

 
 

実
に
面
白
い
。 

 
 
 
 

 

 

http://d.hatena.ne.jp/keyword/%A5%C7%A5%A3%A5%E9%A5%F3%A1%A6%A5%C8%A5%DE%A5%B9

